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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに無線通信が可能な携帯型電子装置と、機能設定管理装置と、からなる機能設定管
理システムであって、
　前記携帯型電子装置は、
　第１の所定の機能に係る動作を行う第１機能動作手段と、
　当該第１機能動作手段の動作設定に係る情報を記憶する第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段に記憶された前記動作設定に係る情報に基づいて前記第１機能動作手
段の動作を制御する第１動作制御手段と、
　前記機能設定管理装置との通信内容を制御する通信制御手段と、
　を備え、
　前記機能設定管理装置は、
　第２の所定の機能に係る動作を行う第２機能動作手段と、
　前記第１機能動作手段の前記動作設定に係る情報と前記第２機能動作手段の動作設定に
係る情報とを記憶する第２記憶手段と、
　前記第２機能動作手段の動作を制御する第２動作制御手段と、
　を備え、
　前記通信制御手段は、前記携帯型電子装置と前記機能設定管理装置との間の無線通信の
接続が確立されて、前記第２記憶手段から前記動作設定に係る情報を取得した場合に、前
記第１記憶手段に記憶された前記第２機能動作手段の動作設定に係る情報を前記機能設定
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管理装置に送信し、
　前記第１動作制御手段は、当該取得された動作設定に係る情報を、前記第１記憶手段に
記憶させ、
　前記第２動作制御手段は、前記通信制御手段により送信された前記第２機能動作手段の
動作設定を動作要求設定として前記第２記憶手段に記憶させ、当該動作要求設定に基づい
て前記第２機能動作手段を動作させる
　ことを特徴とする機能設定管理システム。
【請求項２】
　前記機能設定管理装置は、他の外部機器との間で電話による音声通信を行う音声通信手
段と、メールによる通信を行うメール通信手段とを備え、
　前記第２機能動作手段は、当該他の外部機器からの音声通信の着信情報を前記携帯型電
子装置へ通知する音声着信通知手段と、メールの着信情報を前記携帯型電子装置へ通知す
るメール着信通知手段と、を備え、
　前記第１機能動作手段は、前記音声着信通知が取得された際に前記動作設定に基づき前
記音声着信通知を取得したことを報知する音声着信報知手段と、前記メール着信通知を取
得した際に前記動作設定に基づいて当該メール着信通知を取得したことを報知するメール
着信報知手段と、を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の機能設定管理システム。
【請求項３】
　前記通信制御手段は、前記携帯型電子装置と前記機能設定管理装置との間で無線通信の
接続が確立された際に、前記第２記憶手段に前記動作設定に係る情報が存在しなかった場
合には、前記第１記憶手段に記憶された前記第２機能動作手段の動作設定に係る情報をそ
のまま前記機能設定管理装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の機能設定管理システム。
【請求項４】
　前記第１動作制御手段は、
　前記通信制御手段が前記第２記憶手段から前記動作設定に係る情報を取得した場合に、
当該取得された前記動作設定に係る情報により、前記第１記憶手段に記憶されていた前記
動作設定に係る情報を上書き更新する
　ことを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の機能設定管理システム。
【請求項５】
　前記機能設定管理装置は、
　前記動作設定に係る情報を入力する入力手段を備え、
　前記第２動作制御手段は、当該入力手段により入力された前記動作設定に係る情報を前
記第２記憶手段に記憶させる
　ことを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の機能設定管理システム。
【請求項６】
　外部機器と近距離無線通信を行うための第１無線通信手段と、
　所定の機能に係る動作を行う第１機能動作手段と、
　所定の条件で前記外部機器から通知を送信させるための通知動作設定を含む当該第１機
能動作手段の動作設定に係る情報を記憶する第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段に記憶された前記動作設定に係る情報に基づいて前記第１機能動作手
段の動作を制御する第１動作制御手段と、
　前記第１無線通信手段による前記外部機器との通信内容を制御する通信制御手段と、
　を備え、
　前記通信制御手段は、前記外部機器との間の通信接続が確立されて、前記外部機器にお
いて近距離無線通信の対象となる携帯型電子装置に対して共通に設定された前記動作設定
に係る情報を前記外部機器から取得した場合に、前記第１記憶手段に記憶された前記通知
動作設定に係る情報を前記外部機器に送信し、
　前記第１動作制御手段は、当該取得された動作設定に係る情報を、前記第１記憶手段に
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記憶させる
　ことを特徴とする携帯型電子装置。
【請求項７】
　前記外部機器から前記通知動作設定に基づく通知を受信した場合には、
　前記第１動作制御手段は、前記第１記憶手段に記憶された前記動作設定に基づいて前記
第１機能動作手段を動作させる
　ことを特徴とする請求項６に記載の携帯型電子装置。
【請求項８】
　１又は複数の携帯型電子装置と近距離無線通信を行うための第２無線通信手段と、
　前記近距離無線通信を介して前記携帯型電子装置へ通知を送信する通知手段と、
　当該通知手段の動作に係る通知動作設定が含まれ、前記携帯型電子装置が実行可能な機
能に係る種々の動作に対し、全ての前記携帯型電子装置に共通な動作設定の情報を記憶す
る第２記憶手段と、
　を備え、
　前記第２無線通信手段は、前記携帯型電子装置へ前記動作設定を送信した後に、当該携
帯型電子装置から前記通知動作設定を受信する
　ことを特徴とする機能設定管理装置。
【請求項９】
　所定の条件で前記通知手段を動作させる第２動作制御手段を備え、
　前記第２動作制御手段は、前記携帯型電子装置から送信された前記通知動作設定に基づ
いて前記通知手段を動作させる
　ことを特徴とする請求項８に記載の機能設定管理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、種々の機能を備えた携帯型電子装置の設定管理を行う機能設定管理システ
ム、携帯型電子装置、及び、機能設定管理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、近距離無線通信機能を備え、携帯電話などの電子機器から種々の情報を取得する
ことの可能な電子腕時計がある。例えば、特許文献１には、ブルートゥース通信（Blueto
oth：登録商標）を用いて携帯電話から時刻データを取得し、腕時計の時刻合わせを行う
技術について開示されている。また、特許文献２には、標準電波の受信による時刻データ
の取得とブルートゥース通信による携帯電話からの時刻データの取得とを併用することで
、容易に精度の高い時刻合わせを実現する技術が開示されている。
【０００３】
　また、近年、ブルートゥース通信により電子腕時計と携帯電話との間での通信リンクを
随時確立可能に設定しておくことで、携帯電話の動作に係る情報を電子腕時計においても
取得可能とする技術が開発されている。例えば、特許文献３には、電子腕時計において、
携帯電話へのメールの着信情報を無線通信により取得し、未読メール数や未開封メール数
を表示する技術について開示されている。
【０００４】
　このような機能については、従来、電子腕時計で設定された設定内容に基づき、電子腕
時計から携帯電話に必要な情報を要求することで、携帯電話から電子腕時計に当該情報が
送信される形態が利用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１１８４０３号公報
【特許文献２】特開２０１１－０４７７２７号公報
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【特許文献３】特開２０１１－０４９８０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、ユーザが複数の電子腕時計を所有し、状況や気分などによって付け替え
ながら利用する場合には、各々の腕時計に対して個別に機能動作の設定を行う必要があり
、手間がかかったり、設定の修正を忘れたりするという課題があった。
【０００７】
　この発明の目的は、複数の携帯型電子装置に対して容易に種々の機能に係る動作設定が
可能な機能設定管理システム、携帯型電子装置、及び、機能設定管理装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明は、
　互いに無線通信が可能な携帯型電子装置と、機能設定管理装置と、からなる機能設定管
理システムであって、
　前記携帯型電子装置は、
　第１の所定の機能に係る動作を行う第１機能動作手段と、
　当該第１機能動作手段の動作設定に係る情報を記憶する第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段に記憶された前記動作設定に係る情報に基づいて前記第１機能動作手
段の動作を制御する第１動作制御手段と、
　前記機能設定管理装置との通信内容を制御する通信制御手段と、
　を備え、
　前記機能設定管理装置は、
　第２の所定の機能に係る動作を行う第２機能動作手段と、
　前記第１機能動作手段の前記動作設定に係る情報と前記第２機能動作手段の動作設定に
係る情報とを記憶する第２記憶手段と、
　前記第２機能動作手段の動作を制御する第２動作制御手段と、
　を備え、
　前記通信制御手段は、前記携帯型電子装置と前記機能設定管理装置との間の無線通信の
接続が確立されて、前記第２記憶手段から前記動作設定に係る情報を取得した場合に、前
記第１記憶手段に記憶された前記第２機能動作手段の動作設定に係る情報を前記機能設定
管理装置に送信し、
　前記第１動作制御手段は、当該取得された動作設定に係る情報を、前記第１記憶手段に
記憶させ、
　前記第２動作制御手段は、前記通信制御手段により送信された前記第２機能動作手段の
動作設定を動作要求設定として前記第２記憶手段に記憶させ、当該動作要求設定に基づい
て前記第２機能動作手段を動作させる
　ことを特徴とする機能設定管理システムである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に従うと、複数の電子腕時計を併用する場合において、各々の電子腕時計に対し
、容易にユーザが所望する機能動作の設定を行うことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態の機能設定管理システムの全体構成図である。
【図２】本実施形態の電子腕時計の内部構成を示すブロック図である。
【図３】本実施形態のスマートフォンの内部構成を示すブロック図である。
【図４】電子腕時計における機能設定記憶部の記憶内容を示す図表である。
【図５】スマートフォンにおける機能設定アプリの実行画面を示す図である。
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【図６】スマートフォンにおける機能設定データの内容を示す図表である。
【図７】スマートフォンとの接続処理においてＣＰＵが実行する制御手順を示すフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の実施形態の機能設定管理システムの全体構成図である。
【００１２】
　本実施形態の機能設定管理システム１は、携帯型電子装置としての電子腕時計４０と、
スマートフォン１０（機能設定管理装置、外部機器）とにより構成される。電子腕時計４
０は、時計本体と、バンドとを備え、腕への装着が可能となっている。電子腕時計４０及
びスマートフォン１０は、何れも近距離無線通信機能を備えており、例えば、ブルートゥ
ース通信による相互通信が可能となっている。また、１台のスマートフォン１０に対し、
複数個の電子腕時計４０を対応させることが可能である。
【００１３】
［第１実施形態］
　図２は、本発明の実施形態の電子腕時計４０の内部構成を示すブロック図である。また
、図３は、本発明の実施形態のスマートフォン１０の内部構成を示すブロック図である。
【００１４】
　電子腕時計４０は、図２に示すように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）４１（第
１動作制御手段、通信制御手段）と、ＲＯＭ（Read Only Memory）４２と、ＲＡＭ（Rand
om Access Memory）４３と、操作部４４と、計時回路４５と、表示部４６及び表示部４６
を駆動制御するドライバ４７と、Bluetoothモジュール４８（第１無線通信手段）及びＵ
ＡＲＴ（Universal Asynchronous Receiver Transmitter）４９と、振動モータ５０及び
そのドライバ５１と、ＬＥＤ（発光ダイオード）５２及びそのドライバ５３と、ピエゾ素
子５４及びそのドライバ５５と、ＣＰＵ４１と各部との間で信号のやり取りをするバス５
６などを備えている。
【００１５】
　ＣＰＵ４１は、電子腕時計４０の全体動作の統轄制御及び各種演算処理を行う。ＣＰＵ
４１は、計時回路４５の計数する現在時刻に基づいて表示部４６に時刻表示を行わせる。
また、ＣＰＵ４１は、Bluetoothモジュール４８を介してスマートフォン１０から取得さ
れた電話着信通知に基づき音声着信通知を表示させ、スマートフォン１０から取得された
メール着信データに基づきメール着信通知を表示部４６に表示させる。また、ＣＰＵ４１
は、計時回路４５から入力される１秒信号に基づいて予め設定された時間に亘り時間の経
過をカウントするタイマー機能を備えている。
【００１６】
　ＲＯＭ４２は、ＣＰＵ４１が実行する種々のプログラムや初期設定データを格納する。
ＲＯＭ４２の格納するデータには、機能設定プログラム４２１が含まれる。ＣＰＵ４１が
この機能設定プログラム４２１を実行することで、暫定的な機能設定が行われる。
【００１７】
　ＲＡＭ４３は、ＣＰＵ４１に作業用のメモリ空間を提供する。またＲＡＭ４３は、機能
設定記憶部４３１（第１記憶手段）を備え、電子腕時計４０が実行可能な各種機能に係る
設定を記憶する。
【００１８】
　操作部４４は、１又は複数の操作キーやスイッチを備え、ユーザがこれらの操作キーや
スイッチに対して行った操作に基づく電気信号に変換して、入力信号としてＣＰＵ１１に
出力する。或いは、この操作部４４は、タッチパネルなどの他の操作方法を用いるもので
あっても良い。
【００１９】
　計時回路４５は、現在時刻を計数して保持するカウンタである。計時回路４５からこの
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現在時刻が読み出されて、表示部４６に表示されたり、当該現在時刻データと各種機能に
係る設定時刻データと比較されて種々の動作が行われたりする。
【００２０】
　表示部４６は、例えば、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）である。ＣＰＵ４１から送られた
制御信号により動作するドライバ４７（液晶ドライバ）は、ＬＣＤを駆動して現在時刻、
各種機能の設定状態や設定メニューといった指定された内容に関する表示を行わせる。こ
の表示部４６は、或いは、他の表示手段、例えば、有機ＥＬＤ（Electro-Luminescent Di
splay）であっても良く、ドライバ４７は、表示部４６の種類によって適宜選択される。
【００２１】
　この表示部４６では、ドットマトリックス表示による日付、時刻などの数字、文字の表
示が可能であるのに加え、電話着信マークやメール着信マークといった予め設定された状
態やモードを表す記号や図形を表示させることができる。
【００２２】
　Bluetoothモジュール４８は、アンテナＡＮ４を介して外部機器との間でブルートゥー
ス通信を行うための制御モジュールである。ＣＰＵ４１から送られた送信データは、ＵＡ
ＲＴ４９でシリアル／パラレル変換などの処理が行われて、Bluetoothモジュール４８か
ら外部機器に送信される。また、外部機器からBluetoothモジュール４８を用いて受信さ
れた受信データは、ＵＡＲＴ４９でシリアル／パラレル変換などの処理が行われて、ＣＰ
Ｕ４１へ出力される。
【００２３】
　振動モータ５０、ＬＥＤ（発光ダイオード）５２、及び、ピエゾ素子（ＰＺＴ）５４は
、振動、光、及び、ブザー音を発することでユーザに通知を行うためのものである。ＣＰ
Ｕ４１からドライバ５１、５３、５５にそれぞれ制御信号が送られると、ドライバ５１、
５３、５５は、それぞれ、振動モータ５０、ＬＥＤ５２、ピエゾ素子５４を動作させるの
に必要な電圧信号に変換して出力する。
【００２４】
　スマートフォン１０は、図３に示すように、ＣＰＵ１１（第２機能動作手段、第２動作
制御手段、音声着信通知手段、メール着信通知手段、通知手段）と、ＲＯＭ１２と、ＲＡ
Ｍ１３と、記憶部１４と、入力手段としての操作部１５と、内蔵時計１６と、表示部１７
及びそのドライバ１８と、スピーカ１９と、マイク２０と、コーデック２１と、ＲＦ送受
信回路２２（音声通信手段、メール通信手段）と、ＲＦ送受信用のアンテナＡＮ１１と、
通信回路２３と、Bluetoothモジュール２４（第２無線通信手段）と、ＵＡＲＴ２５と、B
luetooth通信の送受信用アンテナＡＮ１２と、振動モータ２６及びそのドライバ２７と、
ＣＰＵ１１と各部とを接続するバス２８などを備えている。
【００２５】
　ＣＰＵ１１は、スマートフォン１０の全体動作の統轄制御及び各種演算処理を行う。ま
た、ＣＰＵ１１は、後述する機能設定データ１４１に基づいてBluetoothモジュール２４
に制御信号を送り、電子腕時計４０に対して各種機能設定データ、電話着信通知やメール
着信通知を送信させることが可能に構成されている。
【００２６】
　ＲＯＭ１２は、ＣＰＵ１１が実行する種々のプログラムや初期設定データを格納する。
プログラムの中には、機能設定アプリ１２１が含まれる。この機能設定アプリ１２１によ
り、電子腕時計４０で実行される種々の機能に係るデータが設定される。また、ＲＡＭ１
３は、ＣＰＵ１１に作業用のメモリ空間を提供し、作業用の一時データを記憶する。
【００２７】
　記憶部１４は、不揮発性の読み書き可能なメモリであり、例えば、フラッシュメモリや
ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable and Programmable Read Only Memory）である。
この記憶部１４には、機能設定データ１４１（第２記憶手段）が含まれる。この機能設定
データ１４１には、機能設定アプリ１２１を用いて設定された電子腕時計４０における各
種機能の設定データが記憶される。
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【００２８】
　操作部１５は、複数の操作キーやスイッチを備え、ユーザが当該操作キーやスイッチに
対して行った操作に基づいて電気信号に変換し、入力信号としてＣＰＵ１１に出力する。
或いは、この操作部１５には、タッチパネル及びタッチパネルの操作入力検出部を含むこ
ととしても良い。
【００２９】
　内蔵時計１６は、現在時刻を計数して保持するカウンタである。スマートフォン１０で
は、この現在時刻が読み出されて、表示部１７に表示される。また、当該現在時刻データ
と各種機能に係る設定時刻データとが比較されて種々の動作が行われたりする。この内蔵
時計１６の現在時刻データは、ＲＦ送受信回路２２による携帯基地局との通信時に随時修
正される。
【００３０】
　表示部１７は、例えば、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）である。ＣＰＵ１１から送られた
制御信号により動作するドライバ１８（液晶ドライバ）は、ＬＣＤを駆動してスマートフ
ォン１０の各種機能に係る表示を行わせる。この表示部１７は、他の表示手段、例えば、
有機ＥＬＤ（Electro-Luminescent Display）であっても良く、ドライバ１８は、表示手
段の種類により適宜選択される。
【００３１】
　スピーカ１９は、コーデック２１からの信号に基づいて電気信号を音声信号に変換して
音声を出力する。また、マイク２０は、音波を検知して電気信号に変換し、コーデック２
１に出力する。コーデック２１は、符号化圧縮されたデジタル音声信号をデコードしてア
ナログ信号としてスピーカ１９へ送るとともに、マイク２０から取得された音声信号をエ
ンコードしてＣＰＵ１１や通信回路２３へ出力する。なお、通話用のスピーカと音声を外
部に出力するためのスピーカとを別個に備えることとしてもよい。
【００３２】
　ＲＦ送受信回路２２は、ＲＦ送受信用アンテナＡＮ１１を用いて携帯基地局との間で行
われる電話通信データやメール通信データの送受信処理を行う。また、通信回路２３は、
ＲＦ送受信回路２２により送受信される送受信データの各種処理を行い、ＣＰＵ１１やコ
ーデック２１との間でデータの受け渡しを行う。
【００３３】
　Bluetoothモジュール２４は、アンテナＡＮ１２を介して電子腕時計４０などの外部機
器との間でBluetooth通信を行うための制御モジュールである。ＣＰＵ１１から送られた
送信データは、ＵＡＲＴ２５でシリアル／パラレル変換などの処理が行われて、Bluetoot
hモジュール２４から外部機器に送信される。また、外部機器からBluetoothモジュール２
４を用いて受信された受信データは、ＵＡＲＴ２５でパラレル／シリアル変換などの処理
が行われて、ＣＰＵ１１へ出力される。
【００３４】
　振動モータ２６は、振動を発することでユーザに通知を行うためのものである。ＣＰＵ
４１からドライバ２７に制御信号が送られると、ドライバ２７は、振動モータ２６を動作
させるのに必要な電圧信号に変換して出力する。
【００３５】
　次に、電子腕時計４０における機能動作について説明する。
　図４は、電子腕時計４０における機能設定記憶部４３１の記憶内容を示す図表である。
【００３６】
　本実施形態の電子腕時計４０は、例えば、アラーム機能、タイマー機能、携帯電話着信
通知機能、及び、携帯メール着信通知機能の４つの機能動作（第１の所定の機能に係る動
作）を行うことが出来る。これらの機能動作の設定値（動作設定）として、電子腕時計４
０の機能設定記憶部４３１には、５つの設定データ「アラーム時刻」、「アラーム設定」
、「タイマー時間」、「携帯＿音声着信通知設定」、及び、「携帯＿メール着信通知設定
」が記憶されている。これらの設定データは、後述するように、何れもブルートゥース通
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信によりスマートフォン１０から取得される。
　なお、これらの設定データは、電子腕時計４０において一時的に設定変更を行うことが
可能であるが、後述するように、スマートフォン１０から設定が取得される処理が行われ
る際に上書き更新される。
【００３７】
　電子腕時計４０は、これらの記憶された設定データに基づいて機能動作を実行する。即
ち、電子腕時計４０では、設定データ「アラーム設定」がオンの場合には、設定データ「
アラーム時刻」で設定された時刻にアラーム動作が行われる。また、電子腕時計４０でタ
イマー機能が実行される場合には、設定データ「タイマー時間」が読み出されて、カウン
トするタイマー時間として設定される。
【００３８】
　また、電子腕時計４０は、設定データ「携帯＿音声着信通知設定」がオンの場合には、
スマートフォン１０に電話の着信があったことを示す通知をスマートフォン１０からブル
ートゥース通信により受信したときには、ドライバ４７及びドライバ５１、５３、５５の
何れか、又は、全てに指令を送って、スマートフォン１０への電話の着信があったことを
示す表示を表示部４６に行わせると共に、振動モータ５０、ＬＥＤ５２、ピエゾ素子５４
の何れか、又は、全てを動作させて電子腕時計４０のユーザに感知させる。
【００３９】
　また、電子腕時計４０は、設定データ「携帯＿メール着信通知設定」がオンの場合には
、スマートフォン１０にメールの着信があったことを示す通知をスマートフォン１０から
ブルートゥース通信により受信したときには、ドライバ４７及びドライバ５１、５３、５
５の何れか、又は、全てに指令を送って、表示部４６にスマートフォン１０へのメールの
着信があったことを示す表示を行わせると共に、振動モータ５０、ＬＥＤ５２、ピエゾ素
子５４の何れか、又は、全てを動作させて電子腕時計４０のユーザに感知させる。
　これらの表示部４６、振動モータ５０、ＬＥＤ５２、及び、ピエゾ素子５４により第１
機能動作手段、音声着信報知手段、及び、メール着信報知手段が構成される。
【００４０】
　次に、電子腕時計４０の上記機能動作について、スマートフォン１０で行われる設定動
作について説明する。
　図５は、機能設定アプリ１２１を実行した場合に表示部１７に示される画面への表示例
を示す図である。また、図６は、機能設定データ１４１の内容を示す図表である。
【００４１】
　機能設定アプリ１２１を実行すると、設定可能な機能動作の設定が一覧表示される。即
ち、図５に示すように、表示部１７には、アラーム機能に係るアラーム設定時刻及びアラ
ーム動作のオンオフ設定”Alarm”、タイマー時間の設定”Timer”、携帯電話着信通知機
能のオンオフに係る設定“Call Arrival Notification”、及び、携帯メール着信通知機
能のオンオフに係る設定”Mail Arrival Notification”が示されている。オンオフ設定
に関しては、チェックボックスのチェックの有無を切り替えることによって設定が可能と
なっている。また、アラーム設定時刻（時分）やタイマー時間（本実施形態では、分）の
設定に関しては、数値を直接入力することが可能となっている。設定動作の終了時には、
”OK”又は”Cancel”ボタンが用いられる。
【００４２】
　機能設定アプリ１２１によって設定されたスマートフォン１０の機能設定の内容は、記
憶部１４に機能設定データ１４１として記憶される。図６に示すように、機能設定データ
１４１において、アラーム機能に係るアラーム設定時刻及びアラーム動作のオンオフ設定
”Alarm”については、それぞれ、「腕時計＿アラーム時刻」、及び、「腕時計＿アラー
ム設定」の２つの設定データとして記憶される。また、タイマー機能に係るタイマー時間
の設定”Timer”については、設定データ「腕時計＿タイマー時間」として記憶される。
また、携帯電話着信通知機能のオンオフに係る設定“Call Arrival Notification”につ
いては、設定データ「腕時計＿音声着信通知設定」として記憶される。携帯メール着信通



(9) JP 5810658 B2 2015.11.11

10

20

30

40

50

知機能のオンオフに係る設定”Mail Arrival Notification”については、設定データ「
腕時計＿メール着信通知設定」として記憶される。
　上記の５つの設定データは、機能設定アプリ１２１を介して書き込み設定され、また、
電子腕時計４０からブルートゥース通信により読み出し可能（”Read”属性）となってい
る。
【００４３】
　また、機能設定データ１４１には、ブルートゥース通信により電子腕時計４０から書き
込み可能（”Write”属性）な設定データ「音声着信通知設定」及び「メール着信通知設
定」が含まれている。
　これらの設定データ「音声着信通知設定」及び「メール着信通知設定」は、電子腕時計
４０からの書き込み要求により、電子腕時計４０の機能設定記憶部４３１における設定デ
ータ「携帯＿音声着信通知設定」及び「携帯＿メール着信通知設定」に基づいて設定され
る。そして、スマートフォン１０は、これら動作要求設定としての設定データ「音声着信
通知設定」及び「メール着信通知設定」がオンの場合には、電話又はメールの着信時に電
子腕時計４０へ着信通知を送信する（第２の所定の機能に係る動作）。
【００４４】
　設定データ「携帯＿音声着信通知設定」がスマートフォン１０の機能設定データ１４１
における設定データ「腕時計＿音声着信通知設定」から読み出されて設定された場合には
、設定データ「腕時計＿音声着信通知設定」と設定データ「音声着信通知設定」とが等し
くなる。また、設定データ「携帯＿メール着信通知設定」がスマートフォン１０の機能設
定データ１４１における設定データ「腕時計＿メール着信通知設定」から読み出されて設
定された場合には、設定データ「腕時計＿メール着信通知設定」と設定データ「メール着
信通知設定」とが等しくなる。
【００４５】
　ここで、上記のように、設定データ「携帯＿音声着信通知設定」、「携帯＿メール着信
通知設定」、「音声着信通知設定」、及び、「メール着信通知設定」は、電子腕時計４０
において一時的に設定の変更を行うことが可能である。従って、スマートフォン１０にお
いて、設定データ「腕時計＿音声着信通知設定」及び「腕時計＿メール着信通知設定」が
リセット状態などにより、電子腕時計４０がこれらの設定データを取得できず、上書き更
新がなされなかった場合には、電子腕時計４０が保持していた設定データ「携帯＿音声着
信通知設定」及び「携帯＿メール着信通知設定」がそのままスマートフォン１０に送信さ
れて、設定データ「音声着信通知設定」及び「メール着信通知設定」として機能設定デー
タ１４１に書き込まれる。また、スマートフォン１０から設定データ「腕時計＿音声着信
通知設定」及び「腕時計＿メール着信通知設定」が取得された後、次回これらの設定デー
タが再び取得されて設定データ「携帯＿音声着信通知設定」及び「携帯＿メール着信通知
設定」が上書き更新されるまでの間に、電子腕時計４０で一時的に設定が変更されてスマ
ートフォン１０に送信された場合には、当該上書き更新がなされるまでの間には、一時的
に設定データ「腕時計＿音声着信通知設定」及び「腕時計＿メール着信通知設定」の設定
状態と異なる状態に変更して動作させることができる。
【００４６】
　図７は、電子腕時計４０において実行されるスマートフォン１０と通信接続処理の際に
、スマートフォン１０から機能設定データを取得する動作に係る処理について、ＣＰＵ４
１により行われる制御の手順を示すフローチャートである。
【００４７】
　スマートフォン１０との通信接続処理が実行されて、スマートフォン１０との通信リン
クが確立されると、電子腕時計４０のＣＰＵ４１は、スマートフォン１０から設定データ
「腕時計＿アラーム時刻」の設定データが取得されたか否かを判別する（ステップＳ１０
１）。設定データ「腕時計＿アラーム時刻」の設定データが取得されたと判別された場合
には、ＣＰＵ４１は、取得された設定データを設定データ「アラーム時刻」として機能設
定記憶部４３１に記憶させる（ステップＳ１０２）。そして、ＣＰＵ４１の処理は、ステ
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ップＳ１０３に移行する。設定データ「腕時計＿アラーム時刻」の設定データが取得され
なかったと判別された場合には、ＣＰＵ４１の処理は、そのままステップＳ１０３に移行
する。
【００４８】
　ステップＳ１０３の処理において、ＣＰＵ４１は、スマートフォン１０から設定データ
「腕時計＿アラーム設定」のデータが取得されたか否かを判別する。設定データ「腕時計
＿アラーム設定」のデータが取得されたと判別された場合には、ＣＰＵ４１は、取得され
たデータを設定データ「アラーム設定」として機能設定記憶部４３１に記憶させる（ステ
ップＳ１０４）。そして、ＣＰＵ４１の処理は、ステップＳ１０５に移行する。設定デー
タ「腕時計＿アラーム設定」のデータが取得されなかったと判別された場合には、ＣＰＵ
４１の処理は、そのままステップＳ１０５に移行する。
【００４９】
　ステップＳ１０５の処理において、ＣＰＵ４１は、スマートフォン１０から設定データ
「腕時計＿タイマー時間」の設定データが取得されたか否かを判別する。設定データ「腕
時計＿タイマー時間」の設定データが取得されたと判別された場合には、ＣＰＵ４１は、
取得された設定データを設定データ「タイマー時間」として機能設定記憶部４３１に記憶
させる（ステップＳ１０６）。そして、ＣＰＵ４１の処理は、ステップＳ１１１に移行す
る。設定データ「腕時計＿アラーム設定」のデータが取得されなかったと判別された場合
には、ＣＰＵ４１の処理は、そのままステップＳ１１１に移行する。
【００５０】
　ステップＳ１１１の処理において、ＣＰＵ４１は、スマートフォン１０から設定データ
「腕時計＿音声着信通知設定」のデータが取得されたか否かを判別する。設定データ「腕
時計＿音声着信通知設定」のデータが取得されたと判別された場合には、ＣＰＵ４１は、
取得されたデータを設定データ「携帯＿音声着信通知設定」として機能設定記憶部４３１
に記憶させる（ステップＳ１１２）。そして、ＣＰＵ４１の処理は、ステップＳ１１３に
移行する。設定データ「腕時計＿音声着信通知設定」のデータが取得されなかったと判別
された場合には、ＣＰＵ４１の処理は、そのままステップＳ１１３に移行する。
【００５１】
　ステップＳ１１３の処理において、ＣＰＵ４１は、スマートフォン１０から設定データ
「腕時計＿メール着信通知設定」のデータが取得されたか否かを判別する。設定データ「
腕時計＿メール着信通知設定」のデータが取得されたと判別された場合には、ＣＰＵ４１
は、取得されたデータを設定データ「携帯＿メール着信通知設定」として機能設定記憶部
４３１に記憶させる（ステップＳ１１４）。そして、ＣＰＵ４１の処理は、ステップＳ１
１５に移行する。設定データ「腕時計＿メール着信通知設定」のデータが取得されなかっ
たと判別された場合には、ＣＰＵ４１の処理は、そのままステップＳ１１５に移行する。
【００５２】
　ステップＳ１１５の処理に移行すると、ＣＰＵ４１は、設定データ「携帯＿音声着信通
知設定」のデータを、スマートフォン１０に対して機能設定データ１４１の設定データ「
音声着信通知設定」として書き込ませる命令と共にＵＡＲＴ２５に送り、Bluetoothモジ
ュール２４からスマートフォン１０へと送信させる。
【００５３】
　また、ＣＰＵ４１は、設定データ「携帯＿メール着信通知設定」のデータを、スマート
フォン１０に対して機能設定データ１４１の設定データ「メール着信通知設定」として書
き込ませる命令と共にＵＡＲＴ２５に送り、Bluetoothモジュール２４からスマートフォ
ン１０へと送信させる（ステップＳ１１６）。そして、ＣＰＵ４１は、スマートフォン１
０との通信接続処理を終了する。
【００５４】
　以上のように、本実施形態の電子腕時計４０、スマートフォン１０、及び、機能設定管
理システム１によれば、スマートフォン１０と電子腕時計４０との間でブルートゥース通
信が可能であり、スマートフォン１０には、電子腕時計４０におけるアラーム設定、タイ
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マー時間、及び、電話やメールの着信通知設定といった種々の機能に係る動作設定が機能
設定データ１４１として記憶される。そして、電子腕時計４０は、スマートフォン１０と
の間でブルートゥース通信の通信接続が確立される毎にこれらの設定データを取得して機
能設定記憶部４３１に記憶させ、表示部４６、振動モータ５０、ＬＥＤ５２やピエゾ素子
５４などを用いて設定された機能を実行する。従って、複数の電子腕時計４０を状況によ
って交換しながら利用する場合であっても統一された設定を容易に取得して実行すること
ができる。
【００５５】
　また、スマートフォン１０は、電話やメールの着信通知を電子腕時計４０に送信するこ
とが可能である。この着信通知の送信に係る設定は、スマートフォン１０の機能設定デー
タ１４１から電子腕時計４０に送信された設定データ「腕時計＿音声着信通知設定」及び
「腕時計＿メール着信通知設定」に基づく設定データ「携帯＿音声着信通知設定」及び「
携帯＿メール着信通知設定」がスマートフォン１０に送信されて、電子腕時計４０からの
要求設定「音声着信通知設定」及び「メール着信通知設定」として設定されることにより
動作する。このように設定することで、スマートフォン１０の機能は、ユーザが動作させ
たい電子腕時計４０からの要求に基づき実行させることが可能となり、着信通知機能に係
る設定を容易に管理することが出来る。
【００５６】
　また、スマートフォン１０の機能設定データ１４１が初期化されたりしてデータが保持
されていない場合には、電子腕時計４０の機能設定記憶部４３１に記憶されたデータが機
能設定データ１４１に送られて暫定的に運用されるので、ユーザは、種々の機能を利用し
ながら、好ましいタイミングで機能設定データ１４１のデータ設定を行うことができる。
【００５７】
　また、電子腕時計４０においてスマートフォン１０から取得された機能設定データ１４
１は、機能設定記憶部４３１のデータを上書き更新して記憶されるので、複数のデータが
混在することなく容易且つ簡便に設定データを一元管理して利用することが出来る。
【００５８】
　また、スマートフォン１０における機能設定データ１４１は、スマートフォン１０にお
いて起動される機能設定アプリ１２１により設定することができるので、これらの機能設
定データ１４１をスマートフォン１０で一律管理することができる。
【００５９】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限られるものではなく、様々な変更が可能である。
　例えば、上記実施の形態では、機能設定管理装置としてスマートフォンを例に挙げたが
、携帯電話やＰＤＡ（Portable Digital Assistant）やパソコンなどを用いることとして
もよい。また、携帯型電子装置としては、腕時計に限らず、歩数計や血圧計であってもよ
い。
【００６０】
　また、上記実施の形態では、ブルートゥース通信を例に挙げて説明したが、赤外線通信
や、ＺＩＧＢＥＥ（登録商標）、ＵＷＢ（Ultra Wide Band）などの他の近距離無線通信
手段も利用可能である。
【００６１】
　また、上記実施の形態では、電子腕時計４０とスマートフォン１０との間で通信リンク
が確立された場合にのみ、電子腕時計４０がスマートフォン１０に対して動作設定データ
の要求を行って動作設定データの取得を行うこととしたが、通信リンクの確立中において
も所定の時間間隔で動作設定データの取得を繰り返すこととしてもよい。
【００６２】
　また、通信リンクの確立中にスマートフォン１０において機能設定アプリ１２１が起動
され、機能設定データ１４１が更新された場合には、スマートフォン１０から電子腕時計
４０に更新が通知され、電子腕時計４０は、当該通知に基づいてスマートフォン１０に機
能設定データを要求することが出来るように構成してもよい。
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　また、この機能設定データ１４１の更新時の電子腕時計４０への通知に関しても、当該
通知のオン、オフに係る設定データを機能設定記憶部４３１や機能設定データ１４１に更
に設けることで、電子腕時計４０からスマートフォン１０へ当該データの更新時の通知を
要求する構成とすることができる。
【００６３】
　また、上記実施の形態では、スマートフォン１０から電子腕時計４０への着信通知の設
定について示したが、例えば、一の電子腕時計４０への着信通知の設定が行われた場合に
は、他の電子腕時計４０への着信通知を自動的に解除するように設定してもよい。
【００６４】
　その他、上記の実施形態で示した具体的な構成、動作手順や数値などは、本発明の趣旨
を逸脱しない範囲において適宜変更可能である。
【００６５】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、本発明の範囲は、上述の実施の形態に限定
するものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲とその均等の範囲を含む。
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
【００６６】
［付記］
＜請求項１＞
　互いに無線通信が可能な携帯型電子装置と、機能設定管理装置と、からなり、
　前記携帯型電子装置は、
　第１の所定の機能に係る動作を行う第１機能動作手段と、
　当該第１機能動作手段の動作設定に係る情報を記憶する第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段に記憶された前記動作設定に係る情報に基づいて前記第１機能動作手
段の動作を制御する第１動作制御手段と、
　前記機能設定管理装置との通信内容を制御する通信制御手段と、
　を備え、
　前記機能設定管理装置は、
　前記第１機能動作手段の前記動作設定に係る情報を記憶する第２記憶手段を備え、
　前記通信制御手段は、前記携帯型電子装置と前記機能設定管理装置との間での無線通信
の接続が確立された場合に、所定のタイミングで前記第２記憶手段から前記動作設定に係
る情報を取得し、
　当該取得された動作設定に係る情報を、前記第１動作制御手段が前記第１記憶手段に記
憶させる
　ことを特徴とする機能設定管理システム。
＜請求項２＞
　前記機能設定管理装置は、第２の所定の機能に係る動作を行う第２機能動作手段と、
　前記第２機能動作手段の動作を制御する第２動作制御手段と、
　を備え、
　前記第２記憶手段は、前記第２機能動作手段の動作設定に係る情報を更に記憶し、
　前記通信制御手段は、前記携帯型電子装置と前記機能設定管理装置との間の無線通信の
接続が確立されて、前記第２記憶手段から前記動作設定に係る情報を取得した場合に、前
記第１記憶手段に記憶された前記第２機能動作手段の動作設定に係る情報を前記機能設定
管理装置に送信し、
　前記第２動作制御手段は、前記通信制御手段により送信された前記第２機能動作手段の
動作設定を動作要求設定として前記第２記憶手段に記憶させ、当該動作要求設定に基づい
て前記第２機能動作手段を動作させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の機能設定管理システム。
＜請求項３＞
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　前記機能設定管理装置は、他の外部機器との間で電話による音声通信を行う音声通信手
段と、メールによる通信を行うメール通信手段とを備え、
　前記第２機能動作手段は、当該他の外部機器からの音声通信の着信情報を前記携帯型電
子装置へ通知する音声着信通知手段と、メールの着信情報を前記携帯型電子装置へ通知す
るメール着信通知手段と、を備え、
　前記第１機能動作手段は、前記音声着信通知が取得された際に前記動作設定に基づき前
記音声着信通知を取得したことを報知する音声着信報知手段と、前記メール着信通知を取
得した際に前記動作設定に基づいて当該メール着信通知を取得したことを報知するメール
着信報知手段と、を備える
　ことを特徴とする請求項２に記載の機能設定管理システム。
＜請求項４＞
　前記通信制御手段は、前記携帯型電子装置と前記機能設定管理装置との間で無線通信の
接続が確立された際に、前記第２記憶手段に前記動作設定に係る情報が存在しなかった場
合には、前記第１記憶手段に記憶された前記第２機能動作手段の動作設定に係る情報をそ
のまま前記機能設定管理装置に送信する
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の機能設定管理システム。
＜請求項５＞
　前記第１動作制御手段は、
　前記通信制御手段が前記第２記憶手段から前記動作設定に係る情報を取得した場合に、
当該取得された前記動作設定に係る情報により、前記第１記憶手段に記憶されていた前記
動作設定に係る情報を上書き更新する
　ことを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の機能設定管理システム。
＜請求項６＞
　前記機能設定管理装置は、
　前記動作設定に係る情報を入力する入力手段を備え、
　前記第２動作制御手段は、当該入力手段により入力された前記動作設定に係る情報を前
記第２記憶手段に記憶させる
　ことを特徴とする請求項１～５の何れか一項に記載の機能設定管理システム。
＜請求項７＞
　外部機器と近距離無線通信を行うための第１無線通信手段と、
　所定の機能に係る動作を行う第１機能動作手段と、
　当該第１機能動作手段の動作設定に係る情報を記憶する第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段に記憶された前記動作設定に係る情報に基づいて前記第１機能動作手
段の動作を制御する第１動作制御手段と、
　前記第１無線通信手段による前記外部機器との通信内容を制御する通信制御手段と、
　を備え、
　前記通信制御手段は、前記外部機器との間の通信接続が確立された場合に、当該外部機
器において近距離無線通信の対象となる携帯型電子装置に対して共通に設定された前記動
作設定に係る情報を、所定のタイミングで前記外部機器から取得し、
　当該取得された動作設定に係る情報を、前記第１動作制御手段が前記第１記憶手段に記
憶させる
　ことを特徴とする携帯型電子装置。
＜請求項８＞
　前記外部機器から取得される前記動作設定には、所定の条件で前記外部機器から通知を
送信させるための通知動作設定が含まれ、
　前記通信制御手段は、前記外部機器との間の通信接続が確立されて、前記外部機器から
前記動作設定に係る情報を取得した場合に、前記第１記憶手段に記憶された前記通知動作
設定に係る情報を前記外部機器に送信し、
　前記外部機器から当該通知動作設定に基づく通知を受信した場合には、
　前記第１動作制御手段は、前記第１記憶手段に記憶された前記動作設定に基づいて前記
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第１機能動作手段を動作させる
　ことを特徴とする請求項７に記載の携帯型電子装置。
＜請求項９＞
　１又は複数の携帯型電子装置と近距離無線通信を行うための第２無線通信手段と、
　前記携帯型電子装置が実行可能な機能に係る種々の動作に対し、全ての前記携帯型電子
装置に共通な動作設定の情報を記憶する第２記憶手段と、
　を備え、
　前記携帯型電子装置の何れかから前記動作設定の情報を要求された場合には、
　前記第２無線通信手段により、当該携帯型電子装置へ前記動作設定を送信する
　ことを特徴とする機能設定管理装置。
＜請求項１０＞
　前記近距離無線通信を介して前記携帯型電子装置へ通知を送信する通知手段と、
　所定の条件で前記通知手段を動作させる第２動作制御手段と、を備え、
　前記第２記憶手段に記憶された前記動作設定には、当該通知手段の動作に係る通知動作
設定が含まれ、
　前記第２無線通信手段は、前記携帯型電子装置へ前記動作設定を送信した後に、当該携
帯型電子装置から前記通知動作設定を受信し、
　前記第２動作制御手段は、前記携帯型電子装置から送信された当該通知動作設定に基づ
いて前記通知手段を動作させる
　ことを特徴とする請求項９に記載の機能設定管理装置。
【符号の説明】
【００６７】
１     機能設定管理システム
１０   スマートフォン
１１   ＣＰＵ
１２   ＲＯＭ
１３   ＲＡＭ
１４   記憶部
１５   操作部
１６   内蔵時計
１７   表示部
１８、２７    ドライバ
１９   スピーカ
２０   マイク
２１   コーデック
２２   ＲＦ送受信回路
２３   通信回路
２４   Bluetoothモジュール
２５   ＵＡＲＴ
２６   振動モータ
２８   バス
４０   電子腕時計
４１   ＣＰＵ
４２   ＲＯＭ
４３   ＲＡＭ
４４   操作部
４５   計時回路
４６   表示部
４７、５１、５３、５５      ドライバ
４８   Bluetoothモジュール
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４９   ＵＡＲＴ
５０   振動モータ
５２   ＬＥＤ
５４   ピエゾ素子
５６   バス
１２１ 機能設定アプリ
１４１ 機能設定データ
４２１ 機能設定プログラム
４３１ 機能設定記憶部
ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ４  アンテナ

【図１】 【図２】
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